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問題と目的

近年，18歳人口の減少により大学全入時代と言わ
れ，進路多様校（多様な進路希望を持つ生徒が在籍す
る高校）1 ）から大学に進学する者が多くなってきてい
る．そのため，学習，心理，対人関係，集団行動など
に課題を抱え，社会に出て働くことがまだ難しく，社
会に出るための成長を目指して大学に進学する大学生
が存在している．そのような中，2006年，経済産業省
は「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくた
めに必要な基礎的な力」として社会人基礎力を提唱し
た 2 ）．社会人基礎力とは「前に踏み出す力」，「考え抜
く力」，「チームで働く力」の 3 つの能力に分かれてお
り，「前に踏み出す力」は「主体性（物事に進んで取
り組む力）」，「働きかけ力（他人に働きかけ巻き込む
力）」，「実行力（目的を設定し確実に行動する力）」と
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いう 3 つの能力要素から構成され，「考え抜く力」は
「課題発見力（現状を分析し目的や課題を明らかにす
る力）」，「計画力（課題の解決に向けたプロセスを明
らかにし準備する力）」，「創造力（新しい価値を生み
出す力）」という 3 つの能力要素から構成され，「チー
ムで働く力」は「発信力（自分の意見をわかりやすく
伝える力）」，「傾聴力（相手の意見を丁寧に聴く力）」，

「柔軟性（意見の違いや立場の違いを理解する力）」，
「情況把握力（自分と周囲の人々や物事との関係性を
理解する力）」，「規律性（社会のルールや人との約束
を守る力）」，「ストレスコントロール力（ストレスの
発生源に対応する力）」という 6 つの能力要素から構
成されている．これらのことから，社会に出て働くこ
とに対する課題を抱えている大学生の社会人基礎力を
育成し，社会で活躍できる人材として輩出することが
大学の 1 つの使命といえる．
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大学生を対象とした社会人基礎力を育成する先行研
究は数多く存在し，インターンシップに参加すること
で「前に踏み出す力」と「考え抜く力」が有意に伸長
すること 3 ）やキャンプ実習に参加することで「規律
性」を除く11の要素が有意に伸長すること 4 ）などが
示されている．その一方で，インターンシップやキャ
ンプは，普段過ごす生活場面とは違う新しい環境での
生活を求められることからストレッサーになる 5 ）と
考えられる．そのため，開始前や開始直後の参加者の
心理的負荷は高いと推測され，心理、対人関係、集団
行動などに課題を抱えている大学生にとってはハード
ルが高いと考えられる．そこで注目したのが「マー
ダーミステリー」というコミュニケーションゲームで
ある．マーダーミステリー 6 ）とは，殺人などの事件
が起きたシナリオが用意され，複数の参加者たちが物
語の登場人物となって犯人を探し出す（犯人役の人は
逃げ切る）事を目的として会話をしながら進めていく
ゲームである．それぞれの役柄の背景や事件当日の行
動などがシナリオとして用意されており，まさに参加
者自身が推理小説の世界に入ったような体験ができ
る．マーダーミステリーの具体的な流れ 7 ）としては，
まず参加者たちは自分が演じる役柄の設定書を受け取
り，読み込む．その後，事件内容，登場人物，所持品
などに関連する情報カードを入手したり，他の参加者
と会話をして情報交換をすることで，犯人が誰なのか
を考えていく．そして最後に，参加者が一堂に会して
最終的な話し合いを行い，犯人が誰なのか，結論を導
く．その後，エンディングとなるが，結論によってエ
ンディングの内容が変わるように作られている．犯人
を特定する以外にも，役柄それぞれが目的を持ってお
り，最終的にその目的が達成できたかどうかを確認し
ていくシナリオも存在する．エンディング後は，参加
者全員で感想を共有し，ゲーム中には分からなかった
部分を解明していく．このようにマーダーミステリー
は一度体験するとすべての謎が解けてしまうので，シ
ナリオ 1 つにつき一生に一度しかプレイできないとい
う特徴もある．マーダーミステリーは新しい環境に行
くことなく，普段生活している場所（例えば，大学の
教室など）でゲーム感覚で楽しめ，かつ参加者同士の
積極的な会話や行動が重要になるため，インターン
シップやキャンプに比べて心理的負荷が少なく，社会
人基礎力を育成することができるのではないだろうか．

そこで本研究では，マーダーミステリーを体験した
ことがある大学生に対して，社会人基礎力に関する質
問紙調査を行い，マーダーミステリーが社会人基礎力

の育成につながるかどうかを検討することを目的とす
る。

方法

1．調査時期
2022年 6 月～ 7 月．

2 ．調査参加者
中部地方にある医療系大学である A 大学の 3 ～ 4

年生10名（男性 8 名，女性 2 名，年齢20～23歳）が調
査に参加した．この10名はマーダーミステリーを2021
年10月～2022年 6 月までの間に 2 ～ 3 回、実施した経
験を有する．本研究でマーダーミステリーを選択した
理由としては，対人関係ゲームが対人不安の拮抗制止
や人間関係形成の促進効果を示した先行研究 8 ）を参
考に，緊張度や不安度の高い大学生にとってはゲーム
という仮想空間での相互交流が実際の社会における疑
似体験となり、コミュニケーション力、さらには社会
人基礎力を高める可能性があると考えたからである．

3 ．調査方法と調査内容
協力を得られた参加者に質問紙を配布し，参加者が

回答後，回収した（10名中 1 名は，別日に質問紙を渡
し， 1 週間後に回収した）．実施時間は 5 分程度で
あった．

質問紙の内容は経済産業省の社会人基礎力の説明 2 ）

をそのまま利用して筆者が作成し， 3 つの内容から構
成されている． 1 つ目（表 1 ）は，マーダーミステ
リーに 2 回参加することで，社会人基礎力の12の能力
要素である「主体性（物事に進んで取り組む力）」，「働
きかけ力（他人に働きかけ巻き込む力）」，「実行力（目
的を設定し確実に行動する力）」，「課題発見力（現状
を分析し目的や課題を明らかにする力）」，「計画力（課
題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する
力）」，「創造力（新しい価値を生み出す力）」，「発信力

（自分の意見をわかりやすく伝える力）」，「傾聴力（相
手の意見を丁寧に聴く力）」，「柔軟性（意見の違いや
立場の違いを理解する力）」，「情況把握力（自分と周
囲の人々や物事との関係性を理解する力）」，「規律性

（社会のルールや人との約束を守る力）」，「ストレスコ
ントロール力（ストレスの発生源に対応する力）」が
向上するかどうかを尋ねた．選択肢は，精神的健康度
のスクリーニングとして広く利用されている心理尺度
K6 9 ）の選択肢を参考に，「向上しない（ 0 点）」，「す
こし向上する（ 1 点）」，「だいぶ向上する（ 2 点）」，「す
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ごく向上する（ 3 点）」の 4 件法とした． 2 つ目は，
マーダーミステリーに参加して自分の中で変化したこ
とについて自由記述で回答を求めた． 3 つ目は，マー
ダーミステリーに参加してみた感想について自由記述
で回答を求めた．

4 ．倫理的配慮
本研究は，新潟リハビリテーション大学の倫理委員

会の承認（承認番号216）を得て行われた．調査対象
者には文書と口頭で調査の趣旨および，対象者の自由
意志に基づく調査であること，調査結果は本調査の目
的以外では使用しないこと，無記名であり，個人が特
定されることがないことを説明し，質問紙の提出を
もって同意が得られたこととした．

結果

分析対象者は，参加者10名であった（有効回答率：
100％）．マーダーミステリーに 2 回参加することで，
向上すると考えられる社会人基礎力の12の能力要素の
平均値を高得点順に並べると，「柔軟性（2.1点）」，「傾
聴力（2.0点）」，「実行力（1.9点）」，「発信力（1.9点）」，

「課題発見力（1.8点）」「情況把握力（1.8点）」，「主体
性（1.7点）」，「計画力（1.7点）」，「働きかけ力（1.6
点）」，「規律性（1.2点）」，「創造力（1.1点）」，「スト
レスコントロール力（0.6点）」であった（図 1 ）．

考察

本研究は，マーダーミステリーを体験したことがあ
る大学生に対して，社会人基礎力に関する質問紙調査

表 1　社会人基礎力の12の能力要素がマーダーミステリーに参加することで向上するかどうかを尋ねた質問項目
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を行い，マーダーミステリーが社会人基礎力の育成に
つながるかどうかを検討することを目的としている．

マーダーミステリー経験者がマーダーミステリーに
参加することで向上すると考える社会人基礎力の中で
1 番高い力は「柔軟性（意見の違いや立場の違いを理
解する力）」であった．マーダーミステリー参加者は
最初に配布される自分の役柄についての設定書を読む
ことで，まず自分がどのような人物なのか，登場人物
の中でどのような役割が求められているのかなどを理
解し，キャラクターの構築を行う．しかし，その後，
ゲーム展開の中で手に入れた情報カードの内容や他の
参加者との会話を受けて，それまでの自分の考えや行
動を転換するなど臨機応変に対応することを求められ
る場合もあるため，意見の違いや立場の違いを理解す
る柔軟性はマーダーミステリーを進めていく中で重要
な要素となると考えられる．

2 番目は「傾聴力（相手の意見を丁寧に聴く力）」
であった．マーダーミステリーで犯人を特定するため
や自分の役柄の目的を達成するために重要な要素は他
の参加者との会話である．参加者それぞれが重要な情

報を持っているため，お互いに相手の話をじっくり聴
く必要がある．この会話の仕方によっては，犯人では
ない人を冤罪で捕まえてしまったり，自分の役柄の目
的が達成できなかったりする．マーダーミステリーは
展開によって違うエンディングが用意されているた
め，参加者たちが一番良いと思うエンディングを迎え
るためには，傾聴力を発揮して，正確な情報を集めな
がら会話を展開していけるかどうかが鍵となる．

3 番目は同得点で「実行力（目的を設定し確実に行
動する力）」と「発信力（自分の意見をわかりやすく
伝える力）」であった．本研究の自由記述の部分で「当
初は自分から話しかけることに抵抗があったが，自分
から行動しなければ得られない情報が多くあることに
気づき，自主的に行動することが徐々にできた．」と
記載した参加者がいたように，マーダーミステリーは
自分で考えて行動することが必要となるので，「実行
力」が重要であるといえる．また，「何をどう伝えた
らいいか言葉選びが向上したと考える．」と記載した
参加者もおり，自分の持っている情報をどのように発
信して，周りに伝えていくのかもゲームの展開を左右

図 1　�マーダーミステリーに参加することで向上すると予測される社会人基礎力の12の能力要素の平均値（得
点範囲は 0− 3点）
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するため，「発信力」も重要であるといえる．
一方で， 1 番低かったのは「ストレスコントロール

力（ストレスの発生源に対応する力）」であった．マー
ダーミステリーは楽しみながら参加するコミュニケー
ションゲームであり，インターンシップやキャンプの
ように，普段過ごす生活場面とは違う新しい環境での
生活を求められることから生じるストレッサーに立ち
向かって乗り越えるというものではないので，ストレ
スコントロール力の向上には効果が薄いと考えられ
る．ただ，マーダーミステリーという名前の通り，殺
人がテーマ（誰も死なない内容のゲームもある）にな
るので，殺人というテーマ自体にストレスを感じる人
は想定されるため，参加者の選定には注意を要すると
いえる．

以上のように，マーダーミステリーに参加すること
は社会人基礎力を向上させる可能性があることが示唆
されたが，本研究の限界としては，本研究はあくまで
マーダーミステリーが社会人基礎力の育成につながる
かどうかを検討しただけであって，実際に調査参加者
の社会人基礎力の程度を測定し，マーダーミステリー
の効果を実証的に明らかにしたわけではない．今後は
既存の社会人基礎力測定尺度10）などといった社会人
基礎力を測定するツールをマーダーミステリーの前後
に実施し，本研究で得られた知見を実証的に明らかに
する必要がある．また，本研究ではマーダーミステ
リーを経験したことがある大学生を対象に調査を行っ
たが，マーダーミステリーは殺人などの事件が起きた
シナリオを使用するため，抵抗感がある人もいるであ
ろう．そのため，実証的な研究をする際は，トラウマ
など辛い出来事を思い出させることがないよう調査参
加者の選定を慎重に行い，事前に調査参加者のマー
ダーミステリーに対する抵抗感について把握する必要
がある．
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